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1. はじめに
1.1. 研究目的
　民主国家を標榜する国家においては、その国のリーダーを選出する選挙制度や選挙施行プロセスが民主化の
進展を図る重要なバロメーターとなる。2011 年 10 月 30 日に行われたクルグズ共和国（以下、クルグズスタ
クルグズスタンの国政選挙からみる民主化の軌跡
── 2011 年のクルグズ大統領選に至る道── 1
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1　 本研究は、2012 年 3 月 29 ～ 31 日に伊豆松崎町で行なわれた日本中央アジア学会主催の「まつざきワークショップ」に
おける報告に基づいて作成したものである。
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ンと略す）の大統領選挙は、同国で行われてきた過去の選挙以上に国民の民意が反映された民主的な選挙であ
ったと評価され、報告者自身も実感している。1991年 8月 31日にソヴィエト連邦から独立した同国は、大統
領選並びに議会選挙の制度変遷や選挙監視結果という観点から見ても民主化が着々と進んでいると言えよう。
　本論では、2011年 10月 30日行われた大統領選挙における国際選挙監視団の団員としての経験を踏まえな
がら、クルグズスタンにおける民主化がどのように進展してきたのか、主に欧州安全保障協力機構民主制度・
人権機構（以下、OSCEと略す）の選挙監視結果レポートを用いて考察する。また、クルグズスタンの民主化
が中央アジアにとってどのような意味を持つのか、さらに今回の選挙を通じて課題として見出された点などに
ついても言及する。
1.2. 研究の意義
　クルグズスタンにおける選挙制度と選挙施行プロセスの変遷を考察することは、同国の今後の民主化への参
考となるばかりか、民主化が遅々として進展していない同国周辺の中央アジア諸国の民主化を考える上でも一
定の意義があると考える。
1.3. 研究手法
　本論に対する研究は、前述したとおり、2011年 10月 30日行われた大統領選挙における国際選挙監視団の
団員としての経験を踏まえながら、クルグズスタンにおける民主化がどのように進展してきたのか、主に
OSCEの選挙監視結果レポートを用いて考察する。具体的には、下記の要領にて行なう。
　第 2節では、選挙制度と民主主義の関係を確認した上で、民主主義指数を踏まえながら中央アジア諸国で行
なわれた昨今の国政選挙結果から民主主義の進展度合いを考察する。次に、2011年のクルグズ大統領選挙を
昨今中央アジア諸国で行なわれた選挙結果と相対化することにより、クルグズスタンの民主主義が持つ意味を
考察する。第 3節では、まず独立以降のクルグズスタンの国政選挙制度の変遷に言及する。次に、同国で行な
われた国政選挙に対する OSCEの選挙分析方法と評価結果について言及する。第 4節では、2011年の大統領
選に対する OSCEにおける選挙監視の経験を踏まえて、クルグズスタンにおける国政選挙における課題に言
及する。
なお、本論で使用する OSCEの報告書は下記の通りである。
＜議会選挙＞
・KYRGYZ REPUBLIC PARLIAMENTARY ELECTIONS 20 February & 12 March 2000
・THE KYRGYZ REPUBLIC PARLIAMENTARY ELECTIONS 27 February and 13 March 2005
・KYRGYZ REPUBLIC PARLIAMENTARY ELECTIONS 10 October 2010
＜大統領選＞
・KYRGYZ REPUBLIC PRESIDENTIAL ELECTIONS 29 October 2000
・KYRGYZ REPUBLIC PRESIDENTIAL ELECTIONS 10 July 2005
・KYRGYZ REPUBLIC PRESIDENTIAL ELECTIONS 23 July 2009
・KYRGYZ REPUBLIC PRESIDENTIAL ELECTIONS 30 October 2011
2．選挙制度と民主主義
　本節では、選挙制度と民主主義の関係を確認した上で、民主主義指数を踏まえながら中央アジア諸国で行な
われた昨今の国政選挙結果から民主主義の進展度合いを考察する。次に、2011年のクルグズ大統領選挙を昨
今中央アジア諸国で行なわれた選挙結果と相対化することにより、クルグズスタンの民主化の意義を見出す。
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2.1. 選挙制度と民主主義
　民主国家における制度としての民主制は、構成員である国民による選挙、また選挙により選出された議会、
その議会における議論や多数決などによる意思決定によって規定される。また、統治における民主化とは、『人』
ではなく、議会を経て制定された『法』によって社会が支配されていることであると考える。
　各国の民主化の浸透度合いを測定する具体的な方法の一つとして、英国の『エコノミスト誌』の傘下にある
エコノミスト・インテリジェンス・ユニットが発表している、各国の政治の民主主義の度合いを 5つの項目か
ら評価した民主主義指数がある。5つの項目とは、①選挙手続きと多元主義 2、②政府の機能、③政治への参加、
④政治文化、⑤市民の自由である。この指数では、「①選挙の手続きと多元主義」が民主化の進展を測定する
指標の第一番目として民取り上げられている。なお、間接的ではあるが、「③政治への参加」「⑤市民の自由」
という点において選挙における投票行動という意味において関連があると考える。
　下表は、前述したエコノミスト・インテリジェンス・ユニットによる民主主義指数の一部である。上段は、
2011年、下段は 2010年の結果である。
2　 政策が立案過程や決定が、少数の限られた個人や団体によって行われるエリート主義に対して、非限定的な個人や団体が
自由に参加し多様な影響力を行使することが可能な状態にあるという考え（報告者の見解）
※本表は、エコノミスト・インテリジェンス・ユニットによる「民主主義指数」に基づき報告者が作成
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　2011年の結果を見ると、上位はノルウェーを筆頭にして北欧の国が占有している。自由と民主を標榜する
米国は 19位、フランスは 29位と意外な結果である。フランスが日本の 21位よりも下位に甘んじている理由は、
選挙制度と多元主義では上回っているものの、政府の機能、市民の自由の値が日本よりも低いことによる。
　さて、ロシア・中央アジアに目を向けると、クルグズスタン（107位）、ロシア（117位）、カザフスタン（137
位）、タジキスタン（151位）、ウズベキスタン（164位）、トルクメニスタン（165位）と続いている。ウズベ
キスタンとトルクメニスタンに至っては、最下位の北朝鮮（167位）と遜色がないほど民主主義からかけ離れ
ていることが分かる。トルクメニスタンにおいては、選挙制度と多元主義が 0ポイントであり、選挙制度にお
ける民主的な要素が皆無であると評価されている。
2.2. 選挙から見るロシア、中央アジアの民主化の概況
　本項ではクルグズスタン以外の中央アジアやロシアの政治体制は民主化という観点からいかなる状況にある
のか。前述した民主主義指数を踏まえながら、ロシアと中央アジア 4ヶ国の昨今の国政選挙結果に対する国際
選挙監視団などの評価を民主主義指数が高い国から順に見てみる。＜括弧＞には、2010年→ 2011年の順位と
順位が変動した要因を記している。
＜ロシア：107位→ 117位：選挙制度と多元主義が 5.25→ 2.86と大きく後退＞
●議会選挙（2011年 12月 4日投開票：与党は第一党となるものの、単独で過半数は獲得できず）
　ロシアでは 2011年 12月 4日に議会選挙があり、メドヴェージェフ率いる与党・統一ロシアは第一党の座は
保持したものの、得票率が過半数を切る結果となった。この選挙に対しては、野党であるロシア共産党のジュ
ガーノフ委員長は「今回の下院選は 1991年のソヴィエト連邦崩壊後、最も不正に満ちた選挙だった」と批判 3。
また、欧州を中心とした 56ヶ国からなる OSCEの総会に出席していた米国のクリントン国務長官は「深刻な
事態にある」とし、「自由も公正さも欠ける選挙であった」と非難 4。なお、この選挙結果を受け、野党は与党
側の不正を理由に首都モスクワやサンクトペテルブルクなどで大規模なデモを行ない、野党指導者で元第一副
首相のボリス・ネムツォフ氏ら数百人が逮捕拘束される事態となった 5。なお、12月 10日にはモスクワで約
5万人を動員した反政府デモが行なわれた。これは、プーチンが大統領に就任した 2000年以降最大のデモで
あった 6。
　なお、選挙では、与党・統一ロシアによる投票の水増し、選挙監視人の妨害、不正な選挙活動など、ロシア
全土で 1,100件以上の選挙違反が報告されたと報じた。また、野党側における複数回投票や選挙監視人による
投票箱封印の未実施などが報告されている 7。また、多くの投票所では中央選挙委員会が公表した選挙結果が
選挙監視人による実際の投票数記録と乖離しているとの報告がある 8。
●大統領選挙（2012年 3月 4日投開票：プーチンが 63.6%の得票で当選）
　メドヴェージェフ前大統領の 4年間の任期終了に伴い行なわれた選挙。また、2008年の憲法改正（任期が
従来の 4年から 6年に延長）が適用された初の選挙である。前述した前年末の議会選挙に対する批判を受け、
3　 「ロシア与党が得票水増しか、「最も不正に満ちた選挙」の声も」ロイター、2011年 12月 6日 18:57 JST（2012年 3月 17
日閲覧）
4　“Clinton criticizes Russia vote, Germany urges improvement”Reuters, 2011年 12月 6日（2012年 3月 17日閲覧）
5　「ロシア、与党の選挙不正訴える大規模集会 逮捕者数百人」AFP BBNews、2011年 12月 7日（2012年 3月 18日閲覧）
6　「ロシア各地で反プーチンデモ、モスクワでは 5万人」AFP BBNews、2011年 12月 11日（2012年 3月 18日閲覧）
7　 Schwirtz, Michael; David M. Herszenhorn“Voters Watch Polls in Russia, and Fraud Is What They See”New York Times、2011年
12月 05日（2012年 3月 18日閲覧）
8　 “Наблюдатели заметили расхождение данных протоколов и сайта Мосгоризбиркома это уже наглость” НОВОСТИ 
Хроника дия、2011年 12月 5日（2012年 3月 18日閲覧）なお、統一ロシアの「公式」票数は、投票数記録の 2～ 3倍
になるケースもあると言われている。
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9万箇所以上の投票所全てにウェブカメラを設置して行なわれた 9。選挙は、3月 4日に投開票が行なわれ、
63%の得票によりプーチンが当選した。この結果を受けて、投票日翌日 5日にモスクワのプーシキン広場で、
10日には新アルバート通りで反対派の大規模な集会が開かれた 10。抗議集会については「政治的な争いの一
部に過ぎない。選挙とは関係がない」と指摘し、野党などが要求する再選挙などに応じない強気の構えをみせ
た 11。
　プーチンの対立候補や反対勢力は「選挙で広範囲にわたる不正があった」と選挙結果に対して抗議した 12。
また、選挙監視を行った OSCEは「透明性という点で進展が見られたものの、選挙運動は当選したウラジー
ミル・プーチン首相陣営に大きく有利な条件の下で行われた上、OSCEが調べた投票所のうち約 3分の 1で、
手続きに不審な点があるなどの問題がみられた」13と報告した 14。また、この選挙結果を受け、米国務省のビ
クトリア・ヌランド報道官は大統領選で不正があったと報告されていることについて、調査を行うようロシア
政府に呼びかけた 15。なお、OSCEの報告に対してロシア外務省は「偏見にとらわれ、議論の余地がある評価
が含まれており同意できない」16と不快感を表明。
＜カザフスタン：132位→ 137位：⑤市民の自由が 5.29から 5.0へと減じられていることが原因＞
●下院選挙（2012年 1月 15日投開票：大統領率いる与党が 80%の得票で圧勝）
　2012年 1月 15日カザフスタンで下院（定数 107）選挙に対する投票が行なわれた。1月 17日中央アジア・
カザフスタンの中央選挙管理委員会は同選挙の最終結果を発表。約 80%の得票率だったナザルバエフ大統領
率いる与党ヌル・オタン党が 83議席、ビジネス界の支持を受けたアクジョル党が 2位で 8議席、共産国民党
が 3位で 7議席をそれぞれ獲得。残った 9議席は各少数民族団体の代表らに割り当てられた。OSCEの選挙監
視団は、「大統領を厳しく批判する政治家らが立候補できなかったことなどから、公正さを欠く選挙だった（共
同）」17との見解を示した。
　なお、同選挙結果を受けて、1月 28日アルマティで下院選での不正に抗議する野党のデモが行われ、約
1000人が参加。「ナザルバエフ大統領の権威主義的統治が続く同国で千人規模の野党デモは異例」とのこと。
また、全国社会民主党のアビロフ共同議長とコサノフ書記長が無許可デモを組織した疑いで逮捕された 18。
●大統領選挙（2011年 4月 3日投開票：現職のナザルバエフ大統領が 95%超の得票で再選）
　2011年 4月 3日に前倒しで行なわれた大統領選において、現職のナザルバエフ大統領が 95.5%の得票で再
選された。なお、カザフスタンの中央選挙管理委員会によると本選挙の投票率は 89.9％で、主要な野党がボイ
コットし、OSCEなどの国際選挙監視団が監視するなかで実施された。OSCEは、「有権者リストに同一人物
のものと思われる多数の署名があったり、多重投票などが横行したりするなど深刻な不正があった」と報告し、
「今回の結果が、（同国における）過去の選挙と同様の欠点を示したことから、真に民主的な選挙を実施するの
に必要な改革の実現が依然として求められている」「「真の民主主義」の基準からほど遠い選挙だった」19と批
判した。ナザルバエフ大統領は、約 30年にわたる統治のなかで後継者の芽を徹底的に摘み取ってきたと言わ
れる。
　9　 大木雅文、原田大輔、屋敷真理子「ロシア情勢 （2012年 1月モスクワ事務所）」JOGMEC、2012年 2月 20日（2012年 3
月 21日閲覧）
10　「プーチン氏がロシア大統領選に当選：政府再編の準備開始」JSN、2012年 3月 12日（2012年 3月 21日閲覧）
11　「プーチン氏「不正あった」再選挙には応じず強気」読売新聞、2012年 3月 7日（2012年 3月 21日閲覧）
12　「プーチン氏が 4年ぶり大統領復帰、反対派は抗議継続」ロイター、2012年 3月 5日（2012年 3月 21日閲覧）
13　「米政府、ロシアに大統領選の調査を求める」AFP通信、2012年 3月 6日（2012年 3月 7日閲覧）
14　「ロシア大統領選、プーチン氏に有利に行われた＝国際選挙監視機関」ロイター、2012年 3月 6日（2012年 3月 21日閲覧）
15　「米政府、ロシアに大統領選の調査を求める」AFP通信、2012年 3月 6日（2012年 3月 7日閲覧）
16　「プーチン氏「不正あった」再選挙には応じず強気」読売新聞、2012年 3月 7日（2012年 3月 21日閲覧）
17　「大統領の与党が８３議席 カザフ下院選結果発表」産経ニュース、2012年 1月 17日（2012年 3月 21日閲覧）
18　「カザフ、下院選結果に千人抗議デモ　野党指導者を逮捕」産経ニュース、2012年 1月 29日（2012年 3月 21日閲覧）
19　 「カザフスタン大統領選、現職のナザルバエフ氏圧勝 国際監視団は批判」AFP通信、2011年 4月 4日（2012年 3月 21
日閲覧）
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＜タジキスタン：149位→ 151位：選挙がなかったためかスコアの変動はないが相対的に順位を落とした＞
●大統領選挙（2006年 11月 6日投開票：現職のラフモノフ大統領が三選）
　2006年 11月 6日、タジキスタンで任期満了に伴う大統領選の投票が行われた。5人が立候補者したが、主
要野党のイスラム復興党と社会民主党は「政権が選挙をすべて管理しており、民主的で公正な選挙を実施する
条件が整っていない」として選挙をボイコット。現職のラフモノフ大統領が三選した。任期は 7年。1994年
からのラフモノフ大統領の長期政権が 2013年まで続くことになった。ラフモノフ氏は、92－ 97年の内戦を
終結させて和平をもたらし、その後も社会基盤の整備や外国からの支援受け入れなど経済再生に向けた実績を
強調し、国民に信を問うた。OSCEや CISなどは計約 700人の選挙監視団を派遣。OSCEは「タジキスタンで
これまで行われた大統領選や議会選は民主選挙の水準に達していない」と批判。ラフモノフ氏は 94年と 99年
の選挙で当選。大統領の 3選は禁じられているが、2003年に憲法が改正され、それまでの当選は勘定しない
ことになったため、憲法上は１期目の扱いとなった 20。
＜ウズベキスタン：164位→ 164位：選挙がなかったためかスコアの変動も順位の変動もなし＞
●大統領選挙（2007年 12月 23日投開票：現職のカリモフ大統領が大差で三選）
　12月 23日に投票が行われた大統領選挙で、現職のカリモフ大統領が大差で三選。24日中央選挙管理委員会
が発表した開票結果によると、これまで 18年間同国を率いてきたカリモフ大統領の得票率は 88.1％であり、
他の三候補の得票を大きく引き離した。しかし、2000年の 91%の得票率からは下回った。なお、任期は 2014
年末までの 7年間。なお、OSCEは「今回の選挙は、OSCEが定める民主選挙の基準を満たしているとはいえ
ない」21と批判している。
＜トルクメニスタン：165位→ 165位：選挙がなかったためかスコアの変動も順位の変動もなし＞
●大統領選挙（2012年 2月 12日投開票：現職のベルドイムハメドフ大統領が 97%の得票で再選）
　2012年 2月 12日に投開票が行なわれた任期満了に伴うトルクメニスタンの大統領選において、現職のベル
ドイムハメドフ大統領がインタファクス通信によると 96%の得票で 2期目の再選を果たした。任期５年。投
票率は 96%。同選挙には国営企業幹部や地方行政幹部ら計 8人が立候補したが、現職が圧倒。
　ベルドイムハメドフ大統領は、自らの肖像画を掲げさせるなどの個人崇拝やインターネット閲覧規制などの
情報統制を続けている。こうしたことが可能な背景には、潤沢な天然ガスを輸出することによって国内の経済
発展を推し進めているからだ。「旧ソ連の崩壊で誕生したトルクメニスタンでは、初代のニヤゾフ大統領が国
中に自らの黄金像を建設するなど個人崇拝の体制を確立した。ベルドイムハメドフ氏は当初、開放政策を宣言
したものの、前大統領と同様の路線をとっている 22。
2.3. 中央アジアにおけるクルグズスタンの民主化の意義
　「中央アジアにおける民主主義の孤島」と呼ばれるクルグズの民主化の進展は、前述した民主主義指数から
も明らかである。2010年の大統領選の選挙の結果が反映された 2011年の同指数は、政府機能の民主化 1.14か
ら 1.86へと伸びたものの、政治への参加は 5.00から 4.44へと後退。結果的には、総合点 4.31から 4.34へと
若干伸ばした。しかし、他国との相対評価において 106位から 107位へと順位を一つ下げた。本指標では、総
合点が「8ポイント以上＝完全な民主主義国」、「6ポイント以上 8ポイント未満＝欠陥のある民主主義」、「4
ポイント以上 6ポイント未満＝混合政治体制」「4ポイント未満＝独裁政治体制」と規定している。ロシアを
含めた中央アジア諸国の中で、クルグズスタンだけが独裁政治体制という評価を免れ、混合政治体制という評
価を得ている。
20　 「ラフモノフ氏の３選確実　タジク、長期政権継続へ」共同通信、2006年 11月 6日（2012年 3月 22日閲覧）
21　「ウズベキスタン大統領選、現職カリモフ氏が大勝」AFP通信、2007年 12月 25日（2012年 3月 22日閲覧）
22　「得票率 97％、現職が圧勝　トルクメニスタン大統領選」朝日新聞、2011年 2月 13日（2012年 3月 14日閲覧）
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クルグズスタンに対する混合政治体制という評価は、政権前期は民主的な統治を行なっているものの、政権半
ばから独裁的に変わっていくという点において当てはまる。アカエフ、バキエフ両政権共に、統治初期には民
衆の圧倒的な支持を得て民主的な政治を行なっていたものの、次第に「支配者が国家を私物化する『家産制』」23
へ傾倒していった。こうした混合政治体制に対する国民の反発は、再分配がうまく行われているうちは顕在化
しないが、所得格差が拡大し続けた場合には行動を伴って顕在化する。他の中央アジア諸国とは違って、クル
グズスタンは鉱物資源に乏しく、また政府による経済発展の土台が十分に築かれていないため、経済成長によ
って見出されるはずの富の国民への分配がうまくいっていない。このことが 2005年と 2010年の二度の革命を
引き起こす原因になったと考えられる。この二度の革命は、それぞれ議会選、大統領選のタイミングで起こっ
ている。野党は、選挙のタイミングを見計らって、民衆の不満を束ね、政権転覆の機会を見出そうとしている
からだ。なお、2010年に行われる予定だった大統領選は、経済悪化による政情不安を回避するため、2009年
に前倒しで実施され、76%の得票率で再選を決めた。前述したアカエフもバキエフも国民に対する再分配を
もう少し上手に行なっていれば、他の中央アジア諸国のような権威主義に裏付けられた指導者に成り得たのか
も知れない。
　2010年の革命（ここでは、四月政変と呼ぶ）後、6月 27日の国民投票で承認された改正憲法を受けて、10
月 10日に議会選挙が行なわれた。選挙では、携帯電話での投票済用紙の撮影による買収やそのほかの不法行
為が報告されたが大勢に影響を与えるものではなく、また選挙管理委員会が表の水増しを行なうといった行為
も見られず、「自由で公正な選挙が行なわれた」24とされている。この選挙の結果、2010年中央アジアにおい
て唯一の議会制民主主義国としてのクルグズスタンが誕生した。
　また、2010年の国民投票にて承認された改正憲法を受けて、2011年に大統領選挙が行なわれた。この結果、
中央アジア初の選挙による大統領の交代が実現した。現職優位という立場にあるオトゥンバエヴァは立候補せ
ず、首相であったアタムバエフも首相職を休職し、行政の指揮系統を利用せずに比較的にクリーンな選挙戦を
展開した。また、テレビで公開討論を行なうなど選挙戦における過程も民主的であった。このような選挙戦や
選挙結果を受けて、OSCEなどの国際選挙監視組織は「開票・集計・有権者リストの不備等の違反を指摘しつ
つも，本選挙が基本的な自由が確保されたものであった」と評価肯定的に評価している。また、「キルギス国
民及びキルギス政府は民主化に進んでいる」25とコメントしている。
　以上、クルグズスタンを除く中央アジア 4ヶ国やロシアに対する OSCEの評価はことごとく低評価である
のに対して、クルグズスタンに対する選挙に対する評価は軒並み好意的に評価されている。前述したように、
鉱物資源に乏しく、国際的に競争力のある産業を持たない同国にとって民主化を押し進めることは、欧米各国
からの各種支援を引き出すために重要な手段である。その一方で、クルグズスタンが議会制民主主義国である
ことは、アラブの春などイスラム諸国において民主化が急速に進んでいる国際状況下にあって、権威主義体制
を貫く他の中央アジア諸国の指導者にとっては驚異となろう。
3．クルグズスタンで実施された選挙結果に対する評価
　本節では、旧ソヴィエト連邦からの独立後、クルグズスタンにおいて行なわれた国政選挙の変遷を辿りなが
ら、それらの OSCEの選挙に対する評価を考察する。
3.1. 独立以降のクルグズスタンの国政選挙の変遷
　独立後のクルグズスタンにおける国政選挙は、大統領選 6回、議会選 5回、憲法改正に対する国民投票 5回
23　 宇山智彦 2003年、P202
24　 浜野道博 2011年、P177
25　 外務報道官談「キルギス共和国大統領選挙について」(H-072)、2011年 11月 2日（2012年 3月 25日閲覧）
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実施されている。実施時期と結果の概略については、下記の通りである。（◎：大統領選挙、□：議会選挙、△：
国民投票であり、数字は回数を示す。なお、1990年の大統領選挙は独立前のためカウントしない）。
選挙実施年月日 ：選挙種別【選挙結果】
1990年 6月 4日 ：◎ 0大統領選挙【アカエフ大統領初当選】※独立以前
1991年 10月 12日 ：◎ 1大統領選挙【アカエフ大統領再選】
1994年 1月  ：△ 1大統領の任期延長を問う国民投票【96.2%を獲得し、信任】
1995年 2月  ：□ 1議会選挙（第 1期）
1995年 12月 24日 ：◎ 2大統領選挙【アカエフ大統領再選】
1996年 2月  ：△ 2憲法改正を問う国民投票【大統領の議会解散権、議会の権限強化が信任】
2000年 2月 20日 ：□ 2議会選挙（第 2期）【3月 12日に第二回選挙実施】
2000年 10月 30日 ：◎ 3大統領選挙【アカエフ大統領再選】
2003年  ：△ 3憲法改正を問う国民投票【二院制から一院制への移行が可決】
2005年 2月 27日 ：□ 3議会選挙（第 3期）【選挙の登録から集計に至る不透明な過程が革命を誘引】
2005年 7月 19日 ：◎ 4大統領選挙【バキエフ大統領勝利】
2007年 10月 21日 ：△ 4憲法改正を問う国民投票【憲法改悪】
2007年 12月 16日 ：□ 4議会選挙（第 4期）【バキエフ与党のアクジョル党圧勝】
2009年 7月 23日 ：◎ 5大統領選挙【バキエフ大統領再選】
2010年 6月 27日 ：△ 5憲法改正、オトゥンバエヴァ大統領信任を問う国民投票【承認、信任】
2010年 10月 10日 ：□ 5議会選挙（第 5期）【４党が議席を獲得】
2011年 10月 30日 ：◎ 6大統領選挙【アタムバエフ大統領初当選】
　　※本表は、新聞記事などに基づき報告者が作成
　独立移行、大統領、議会ともに 5年間の任期でほぼ定期的に選挙が行われてきた。ただ、2009年度の大統
領選挙など一部の選挙は政情不安を避けるために前倒しで行なわれたこともあった。なお、憲法改正のための
国民投票は政権が自らの権力を強固にするために行なわれたケースが多い。とくに、アカエフ政権時の 1994
年の大統領の任期延長や 1996年の大統領の議会解散権などの付与は顕著な例である。
　但し、2010年の憲法改正、オトゥンバエヴァ大統領信任を問う国民投票ではクルグズスタンの民主化を飛
躍的に推進することになった。大統領の権限を国防、外交と厳密に規定し、任期も一期 6年と制限し、議院内
閣制を採用したからである。そうした意味で、2010年の国民投票はクルグズスタンを民主主義国家へと方向
転換させたという点において意義深い選挙であったと言える。その後の 10月の議会選挙は実質的に議院内閣
制を実現したという点において、翌 2011年 10月の大統領選挙は中央アジア初の選挙による大統領選出という
点において有意義な選挙であったと考える。
3.2. OSCEの選挙分析方法
　2011年の大統領選において、OSCEは選挙監視を以下の観点から行なっている。
Ⅰ　選挙制度と法的枠組み
Ⅱ　選挙管理
Ⅲ　有権者登録
Ⅳ　候補者登録
Ⅴ　選挙運動
Ⅵ　候補者と選挙資金
Ⅶ　メディア
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　A. メディアの概観
　B. 法的枠組み
　C. メディアのモニタリング調査結果
Ⅷ　 少数民族の参加
Ⅸ　苦情及び不服申立て
Ⅹ　国内および国際オブザーバー
Ⅺ　選挙日
　A. 投票の手続き
　B. 集計
　C. 作表
Ⅻ　選挙結果の発表と選挙後の動向
　A. 結果の発表
　B. 選挙後の動向
　C. 選挙後の苦情
XIII　提言
　A. 主要な提言
　B. その他の提言
　　※上記項目は、OECDのレポートからの抜粋
　OECDなど国際選挙監視団による選挙監視は、投票行動と集計を重点的に行なうというイメージが強い。確
かに投票行動・集計における監視は最重要課題である。しかし、前述した中央アジア諸国のように、現職に対
抗する有力な候補者が立候補できなかったり、選挙キャンペーン中に妨害を受けたりするなど、民衆の民主的
な投票行動へ多大な影響を与える要因が投票日以前に数多くあり、こうした要因についての監視・評価を行な
うのも国際選挙監視団の重要なミッションである。また、選挙後も一定期間動向を注視し、選挙を行なった国
に対して総合的な評価を下し、民主化促進に向けた提言を行なっている。なお、最終報告では、悪かった点だ
けでなく、良く出来ていた点についても言及しており、バランスのとれた評価を行なっている
　なお、OECDでは首都ビシュケクにある常駐する現地事務所が選挙の前後の情報収集を行ない、選挙の数ヶ
月前から LTO（Long Term Observer）と呼ばれる監視人が投票日から集計に至るロジスティックなどの準備を
行なう。投票日の監視については人手が伴うことから STO（Short Term Observer）と呼ばれる監視団員が任務
に加わる。投票日には、LTOがグループリーダーとなって、直接選挙監視を行なう STOを取りまとめ、適宜
サポートを行なう体制が整っている。
　また、投票及び集計に対する監視については、STOは有権者や選挙管理委員会の投票行為そのものに対す
る不正を監視することはもちろんのこと、投票の進捗状況を適宜報告することが義務付けられている。また、
STOは、各投票所が地区選挙管理委員会に票を報告するところまで立ち会い、任務が終了する。こうした
STOの役割は、選挙管理委員会側における不正を抑止するという意味もある。その後、OSCEは各投票所で集
計された票数と地区選挙管理（地区管）において集約された票数、さらには中央選挙管理員会（中央選管）に
報告された票数との間に大きな乖離がないかどうかを随時チェックすることにより、投票から集計に至る一連
のプロセスにおける評価を行なっている。
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3.3. 独立以降のクルグズスタンの国政選挙に対する評価
　下表は、1990年の大統領選出以降のクルグズスタンにおいて実施された国政選挙並びに国民投票に対する
結果と OSCEのコメントを一覧にしたものである。また、表内のコメントの頭に付けた●印はネガティブな
コメントを、○印はポジティブなコメントを表している。なお、コメント欄の空白部分は、そもそも情報がな
かったか、もしくは情報が収集できなかったためである。
26　 OSCE「キルギス共和国議会選挙（2000年 2月 20日、3月 12日）FINAL REPORT」ワルシャワ、2000年 4月 10日
27　 OSCE「キルギス共和国大統領選挙（2000年 10月 29日）FINAL REPORT」ワルシャワ、2000年 1月 16日
28　 「キルギス“革命”、市民に幻滅感－「アカエフ派」支配の新議会倒れず」日本経済新聞（朝刊，p.6）， 2005年 3月 30
日
29　 OSCE「キルギス共和国議会選挙（2005年 2月 27日， 3月 13日）FINAL REPORT」ワルシャワ、2005年 5月 20日
30　 「キルギス 野党勢力が立てこもり」日本経済新聞（朝刊， p.8）， 2005年 3月 16日
31　「キルギス暫定政権発足 –米国務長官、事態の推移注視」日本経済新聞（夕刊， p.2）， 2005年 3月 25日
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32　OSCE「キルギス共和国大統領選挙（2005年 7月 10日）FINAL REPORT」ワルシャワ、2005年 11月 7日
33　「キルギス大統領選、バキエフ氏圧勝、治安回復など課題に」日本経済新聞（夕刊 , p.2）, 2005年 7月 11日
34　OSCE「キルギス共和国大統領選挙（2009年 7月 23日）FINAL REPORT」ワルシャワ、2009年 10月 22日
35　「キルギス、大統領選 7月 23日」日本経済新聞（朝刊 , p.6）, 2009年 3月 21日
36　「キルギス、大統領選現職が再選（ダイジェスト）」日本経済新聞（朝刊 , p.5）, 2009年 7月 26日
37　「キルギス暫定大統領、「国民投票で新憲法承認」」日本経済新聞（朝刊 , p.7）, 2010年 6月 28日
38　OSCE「キルギス共和国議会選挙（2010年 10月 10日）FINAL REPORT」ワルシャワ、2010年 12月 20日
39　「キルギス議会選、与党が苦戦－「秩序ある選挙」、米大統領が評価」日本経済新聞（朝刊 , p.8）, 2010年 10月 13日
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　以上、簡単ではあるが、前述した選挙から直近の 3回の議会選、4回の大統領選に対する OSCEの評価を中
心に選挙に対する評価を見てきた。2005年のチューリップ革命直後の大統領選、2010年の四月政変直後の議
会選、またそれを受けた 2011年の大統領選に対する OSCEの評価は軒並み高い。それ以外の選挙については、
政権側が対立候補に対して様々な形で圧力をかけて来たことが散見される。また、2度の革命を踏み台にして、
選挙における民主化が着実に進んでいることが分かった。
4．2011 年の大統領選とOSCE
　本説では、2011年の大統領選挙の実施意義に加えて、報告者の OSCEでの STOとしての経験を踏まえた本
選挙に対する所感、さらには本選挙が残した課題について言及する。
4.1.2011 年の大統領選の意義
　2011年の大統領選は、前年 10月 10日に行なわれた選挙結果を受けて、議会制民主主義へと大きく舵を切
ったクルグズスタンにとって、権限が大きく制約された大統領を選抜する選挙であった。また、議会制民主主
義の推進を標榜するアタムバエフ候補と、大統領の復権（権限強化）を主張するタシエフ、マドマロフ両候補
との間で、クルグズスタンの統治のあり方を問う選挙であったとも言える。また、前述したように、オトゥン
バエヴァ暫定大統領が立候補しなかったことにより、中央アジアにおいて大統領が選挙によって初めて交代す
ることになったという点においても意義のある選挙であった。
4.2. 選挙監視団結果報告 43
　本項では、報告者の STOとしての選挙監視の経験から、大統領選挙の妥当性、問題点、選挙監視団員とし
て活動報告、所感について述べる。
4.2.1. 大統領選挙の妥当性について
　結論から言うと、私が見た限り、投票所においては一定の公正さが担保された妥当な選挙だったと考える。
40　 OSCE「キルギス共和国大統領選挙（2011年 10月 30日）FINAL REPORT」ワルシャワ、2012年 1月 10日
41　「キルギス大統領に親ロ派、陣営が勝利宣言、「関税同盟」参加へ」」日本経済新聞（夕刊， p.2）， 2011年 10月 31日
42　「キルギス、大統領に前首相当選」日本経済新聞（朝刊， p.6）， 2011年 11月 1日
43　本節は、選挙監視後、報告者が外務省に提出した「キルギス大統領選挙監視団への参加報告書」に基づく
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　各投票所における選挙執行責任者は、我々選挙監視団であるオブザーバーの存在を十分に意識しながら、選
挙の手順の透明性と公正さをアピールしていた。これは、どの投票所においてもオブザーバー席が妥当な場所
に配置され、すべての手順が監視できるようになっていたことからも明らかである。
　不正が行われていたとすれば、政党を背景にした候補者への投票を誘導する賄賂であり、比較的選挙資金が
潤沢だと推測される、
・社会民主党推薦のアタムバエフ候補
・アタ・ジュルト党推薦のタシエフ候補
・統一キルギスタン党推薦のマドマロフ候補
であろう。実際、上記候補者の支援者はどの投票所においてもオブザーバー席を陣取り、一部の投票者と目配
せしながら、その人の名前を記録していた。しかし、体勢に影響を与えるようなものではなかったと推測され
る。
　また、私の見間違えかもしれないが、一人の女性が複数の投票用紙を一度に投函していた。これも計 7箇所
回った中で一件しか見受けられなかったので、こちらも体勢に影響を与えるようなものではなかったと考える。
　さらに、街中でのヒアリングにおいて、選挙前にアタンバエフ候補の支援者から、「アタンバエフに投票し
ないとカフェの営業ができなくなるぞ」というような脅しがあったことも聞いた。これは、首相として行政を
支配している現職の優位性を示唆するものであり、こうしたことは 2009年 7月にバキエフが再選された大統
領選挙においても行われていた。しかし、このようなことが今回もキルギス全土で行われていたかどうかは不
明であり、選挙にどのような影響を与えたのかどうかは今後検証する余地があろう。
4.2.2. 本選挙における問題点
①有権者リストの不備
　街中の広告やテレビやラジオなどのメディアにおいて、10日前までに居住地での有権者登録を済ませるよ
うにアナウンスがあったにも関わらず、事前登録を怠った人々が多く発生した。また、登録を行なったにも関
わらず、有権者リストから氏名が載っていないケースも見られた。その結果、選挙日に有権者リストに名前が
無く、投票せずに帰った人が少なからずいた一方で、午後以降のルール変更により、その場で申請すれば投票
できるようになり、混乱の原因となった。また、多重投票などの不正の要因になったりしていたようだ。本問
題は、キルギスにおける住民登録の硬直性に起因するものであり、時間はかかるが、今後日本のような住民登
録制度が導入され、着実に運営されれば、解決できる問題であると考える。
例 1） 90歳になるロシア人男性：昨年の国会議員選挙では有権者リストに名前があったにも関わらず、今回
の選挙では名前が無く、本人曰く「人生最後の選挙」において投票ができず、無念のうちに帰宅
例 2） 午前中に親戚一同で投票に来たが、有権者リストに氏名が無く、帰宅。午後に投票が可能になった旨
の連絡を受けるものの、結婚式の祝宴のため、投票できず
②候補者の直前の立候補辞退
　今回は、投票用紙が発行された時点で、23名の候補者がいたにも関わらず、最終的には 7名が直前に立候
補を辞退したため、投票用紙に取り消し線を入れることになった。日本ではありえないことであり、選挙執行
人の負荷になるばかりか、投票者に少なからず混乱をもたらしたのではなかろうか。
③集計作業の不備
　私が監視した投票所における集計作業においては、誰もが納得しうる集計結果とはならなかった。最多得票
のアタンバエフ候補への票数が何度数えても一定のものに落ち着かず、最後は集計表の帳尻を合わすことで一
件落着したからだ。数えられた票数の計算に関しては助言ができたものの、票数の計算には直接参加できなか
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ったため、集計作業の公正さに疑念を抱くこととなった。
4.2.3. 選挙監視団員としての活動報告
① 10月 27日のブリーフィングについて
　選挙に関する事前情報や選挙の流れ、監視の方法について、外務省から事前に送付された OSCE監修のテ
キストに基づいて、要領よく行われた。参加者は、欧米系がほとんどだが、年齢やキャリアは様々。日本のみ
が、日本大使館／ JICA／一般公募と各 2名ずつバランスよく要員を派遣していたように思われる。なお、ビ
シュケクは標高 800mの高地である所為（疲労のため？）か、午前中に 2名の STOが昏倒した。
　なお、今回の OSCEの選挙監視団は、LTOが 28名、STOが 385名であった。選挙の日に、40 OSCE参加国
から 385名の STOが全国展開され、全国 2289投票所のうち 870ヶ所を訪問した。また、58ヶ所の地区選挙
管理委員会（TECs）のうち、49ヶ所を監視した。
② 10月 28日のブリーフィングについて
　首都ビシュケクを中心に派遣されるメンバー［LTO 442名、STO45計 15チーム（1チーム 2名）］が参加し、
監視地域に関する説明や実際の監視手順の詳細が説明された。また、この時に、運転手の紹介が行なわれた。
なお、日本人 6名は全員同じチームであり、首都ビシュケク周辺の監視にあたることとなった。日本チームの
ペアは、日本大使館：古屋・岩本、JICA：今井・三島、一般公募：菊池・大倉であった。（敬称略）
③ 10月 29日（前日）の投票所の事前巡視について
割り当てられた計 7か所の投票所を、菊池・通訳・運転手と共に、場所を確認しながら回った。
44　 LTO: Long Term Observer：我々の LTOは、英国人男性とスペイン人女性であった
45　 STO: Short Term Observer：我々のグループは、日本 6人、ロシア 4人、米国 2人、英国 2人、ドイツ 2人、その他
←ブリーフィングの様子
※若干の問題は見られたが、対応を依頼することが出来た。
投票所番号
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（1）候補者ポスターの言語の混同　　（2）投票時間の記載ミス　　　　　　（3）古い投票箱
※若干の問題は見られたが、対応を依頼することが出来た。
投票所番号
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④ 10月 30日 (当日 )の大統領選挙監視活動
前日の下見の順番で投票所を監視した
投票所番号
監視報告書
（その他）キルギス国内の NGOや諸外国からの監視団とはまったく遭遇しなかった
⑤ 10月 31日（翌日）、11月 1日（翌々日）の OSCEデブリーフィング
　全国に散った国際監視団のメンバーから様々な選挙違反が報告された。オシュなどでは、一度に複数投票や
同一人物による多重投票などが行われていたことが報告された。しかし、特筆すべき、組織的な不正行為は報
告されなかった。ある欧米人女性が「もっと良かったことも報告し合おう」と呼びかけていたことには一理あ
ると思った。
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4.2.4. 本選挙に対する所感
①　 「選挙＝お祭り」というソヴィエト時代からの慣習が残っており、「選挙へ行こう」という気にさせるもの
であった。お祭りの雰囲気を盛り上げていたのは、
1.入口で音楽を流し続けていること
2. 18歳で初めて選挙権を得、投票に来た若者に対してプレゼントを渡していたこと
3.一番に投票を済ませた人や 101番目などゾロ目に来た人などにもプレゼントを渡していたこと
4.演奏者が投票所を巡回して、お祭り気分を盛り上げていたこと
などである。旧ソヴィエト時代の選挙は出来レースだったので、このような文化が定着したのだと思われるが、
投票率の著しい低下が見られる日本においても投票率の向上の参考になるのではないかと考える。
　　　　　　　（1）巡回演奏の様子　　　　　　         （2）大音量で音楽を流し続けるラジカセ
②　 民主化を進めて行く過程において、今回の選挙でうまく行ったこと、うまく行かなかったことを明確にし
て次回の課題としてキルギス政府に提言することは重要でないかと考える。前回問題なったような、投票
所における携帯電話やカメラによる投票済み用紙の撮影などは一切見られなかった。こうしたことは評価
されるべきである。
（ア） 通信事情が悪い所為か、FAXでレポートを一度もきちんと送ることができなかった。通信事情の改
善も今後の選挙の改善において重要であると考える
（イ） 我々日本人 6名はロジスティック的な理由から一緒に行動することになったのだとは思うが、日本
の国際化を考えると、欧米人とペアになって行動したほうが良かったのではないかと考える
（ウ）日程的にかなりタイトであり、帰国してから疲れがどっと出た。日程的な余裕があれば良かった
（エ） キルギス語が多少できる、現地事情に通じているというメリットを十分に活かすことができなかっ
たもう少し地方へ派遣されれば良かったと感じている
（オ） 今回の選挙監視という職務はとても有意義であった。機会があれば、また貢献したいが、一般公募
という形式であるため、会社の理解を得にくい。日本の一層のグローバル化を考える際には、こう
した場面にもっと日本人が出ていくことが必要だと思う。裁判員制度などと同じように選ばれた人
には会社の理解が得られるように日本国政府としての後押しを期待したい
4.3. クルグズスタンにおける今後の国政選挙の課題
　今後のクルグズスタンで国政選挙を行なう際に克服すべき最大の課題は、選挙における有権者登録のあり方
を厳密に行うことであろう。これは、OSCEなども指摘しているが、クルグズスタンでは国内外への出稼ぎや
進学のため、選挙登録をしている出身地などから離れたところに居住しているケースが多く、そうした市民が
主体的に動かなければ有権者登録の機会を逃し、ひいては参政できないという事態に陥りかねないからである。
ましてや海外ともなると、遠く離れた在外公館での投票は非現実的であるため、一説にはロシアやカザフスタ
ンを中心として 100万人とも言われる海外出稼ぎ労働者の多くが国民としての意志を政治に反映できないこと
になる。よって、今後は、選挙期間だけでなく普段からの住民登録及び管理をある程度厳密に行うこと、海外
での参政権が保証される必要があろう。実際に「有権者の登録が恣意的に行われている地域があり、有権者へ
の周知が不足しロシアに出稼ぎに出ている数十万人のキルギス人や南部の少数派のウズベク人の中には有権者
として登録されなかった人もいて、選挙監視団や人権団体は投票の権利を奪われた人も多い」46と指摘されて
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いる。
　また、今回の選挙でクルグズ人に加えてウズベク人やロシア人などとの民族融和路線を主張するアタムバエ
フと民族主義的な主張を行なうタシエフなどの民族問題に係る対立は選挙によって浮き彫りなっている。「2010
年に南部で起きたキルギス人とウズベク人の民族対立の火種は選挙戦でも消えておらず、改めてキルギスの抱
える対立の根深さも浮き彫り」47にした。
　さらに、今後アタムバエフがネポティズム（血縁、親族主義）に傾倒しないかどうか、民主主義の確立に向
けた若年層の貧困が克服されるかどうかなどが、今後クルグズスタンに民主主義が定着するかどうかの重要な
鍵を握るとしている 48。
5．おわりに
　本節では、本論の結びとして、本論が明らかにしたことを明確にした上で、残された課題について言及する。
5.1. 為政者の手から市民の手へ
　国政選挙という観点からクルグズスタンの政治・社会を概観すれば、旧ソヴィエト連邦からの独立以降、ク
ルグズスタンは二度の革命を契機にして、着実に民主化の歩を進めている。市民統治の端緒にある有権者によ
るリーダーの選出という選挙過程が民主的であることは、市民の政治に対する満足度や納得度に大いに影響を
与えることは言うまでもない。こうした点において、野党が核となって民衆を動員した二度の革命は統治のあ
り方を変えたという点において非常に意義深いものであったと考える。なお、四月政変では自らの権力欲を抑
え、暫定大統領という立場で果敢に政治改革を行ない、真の議会制民主主義へと政治を導いていったオトゥン
バエヴァの功績は多大であろう。
　本論では、とくに OSCEの選挙に対する評価を概観しながら、クルグズスタンの国政選挙の変遷について
見てきた。選挙のあり方が時の為政者の権力強化のための道具から、2010年以降の国民投票や二度の国政選
挙ではクルグズ市民自身の代表を選ぶための道具へと変わってきていると実感している。ただ、楽観視できな
いこともある。民衆の政治離れである。前述したように、2010年の大統領選の選挙の結果が反映された 2011
年の民主主義指数は、政府機能の民主化 1.14から 1.86へと伸びたものの、政治への参加は 5.00から 4.44へと
後退しているからだ。2011年の大統領選の投票率は 61.28%であり、大統領に選出されたアタムバエフの得票
率は 62.52%であり、アタムバエフへの支持を明確に表明している有権者は実質的に有権者の 38%に過ぎない。
民主化定着のプロセスの一つとして、統治を行なう政治家の役割も重要ではあるが、民衆の政治へのより積極
的な参加も重要な課題であろう。
5.2. 残された課題
　本論では、以下の点について十分な論証が出来なかった。
　・1990年代のクルグズスタンにおける国政選挙に対する評価
　・OSCEによる選挙評価方法、選挙結果についての詳細な読み込み
　・現地メディアなどの情報を踏まえた多角的な選挙結果に対する評価
　・クルグズスタンと中央アジアの周辺各国の統治の相違
46　 「キルギス大統領選挙・民主化は根付くか」『時論公論』NHK、2011年 11月 1日（2012年 3月 25日閲覧）
47　同上
48　同上
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　今後は、以上の点を踏まえながら、「不安定な弧」と呼ばれるユーラシアの中心に位置する中央アジアの一
角で行なわれたクルグズスタンにおける民主化への胎動がアラブの春のように周辺諸国に民主化を促すことに
なるのかどうか、周辺諸国の動向を踏まえながらより深く分析していきたい。
＜現地語表記について＞
　本文の用語は、引用部分も含めて、下記の通り統一して表記した。但し、参考文献の名称は除く。
　　キルギス　　　→　クルグズ
　　キルギスタン　→　クルグズスタン
　　ビシュケク　　→　ビシケク
　　オシュ　　　　→　オシ
　　バキーエフ　　→　バキエフ
　　アカーエフ　　→　アカエフ
　　イスラーム　　→　イスラム
　　ソビエト　　　→　ソヴィエト
＜参考文献、レポート＞
大倉忠人「キルギス大統領選挙監視団報告書」（外務省に提出）、2011年 11月 11日
浜野道博『キルギス政変　～天山小国の挑戦』東洋書店、2011年
中西健『中央アジア・クルグズスタン ～旧ソ連新独立国家の建設と国民統合』明石書店、2011年
堀江典生編著『現代中央アジア・ロシア移民論』ミネルヴァ書房、2010年
宇山智彦「クルグズスタン（キルギス）の再チャレンジ革命：民主化・暴力・外圧」2010年 4月 18日
笠井達彦「経済移行政策の実現の難しさ～キルギスタン勤務終了と EBRD勤務開始にあたり」比較経済体制
研究（第 15号）、2009年
田中浩『新版 国家と個人 ～市民革命から現代まで～』岩波書店、2008年
宇山智彦・前田弘毅・藤森信吉「グルジア・ウクライナ・クルグズスタン三国の「革命」の比較」『「スラブ・
ユーラシア学の構築」研究報告集 第 16集』北海道大学スラブ研究センター、2006年
宇山智彦「クルグズスタン（キルギス）の革命－エリートの離合集散と社会ネットワークの動員」『「スラブ・
ユーラシア学の構築」研究報告集 第 16集』北海道大学スラブ研究センター、2006年
宇山智彦編著『中央アジアを知るための 60章』明石書店、2003年
宇山智彦『中央アジアの歴史と現在』東洋書店、2000年
＜引用した記事や文献＞
　各ページ末に記した
以上
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